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厚
生
労
働
省
は
七
月
六
日
、「
平
成
二
三
年

版　

働
く
女
性
の
実
情
」（
女
性
労
働
白
書
）

を
発
表
し
た
。
女
性
の
継
続
就
業
や
活
躍
促

進
に
向
け
、
育
児
休
業
制
度
や
両
立
支
援
制

度
の
充
実
に
加
え
、
女
性
労
働
者
の
仕
事
に

対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
キ
ャ

リ
ア
を
描
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

労
働
力
人
口
は
一
一
万
人
減
少

　

報
告
に
よ
れ
ば
、
二
○
一
一
年
度
の
女
性

の
労
働
力
人
口
（
満
一
五
歳
以
上
の
人
口
の

う
ち
、
就
業
者
と
完
全
失
業
者
の
合
計
）
は

前
年
度
に
比
べ
て
、
一
一
万
人
減
少
し
、
二

六
三
二
万
人
と
な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
三
県
を
除

く
労
働
力
人
口
総
数
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
前
年
度
か
ら
横
ば
い
の
四
二
・
○
％
と

な
っ
た
。

　

女
性
の
労
働
力
率
（
一
五
歳
以
上
人
口
に

占
め
る
労
働
力
人
口
の
割
合
）は
四
八
・
二
％

と
前
年
に
比
べ
、
○
・
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

た
。
女
性
の
労
働
力
を
年
齢
階
級
別
に
グ
ラ

フ
で
表
す
と
、
二
○
代
後
半
で
ピ
ー
ク
に

な
っ
た
後
、
三
○
代
以
降
は
結
婚
、
出
産
な

ど
で
低
下
し
、
そ
の
後
再
び
上
昇
す
る
Ｍ
字

型
と
な
る
が
、
一
一
年
度
は
Ｍ
字
の
底
と
な

る
「
三
五
～
三
九
歳
」
は
六
七
・
○
％
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
○
・
九
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
た
。

　

配
偶
者
関
係
別
に
労
働
力
率
を
み
る
と
、

配
偶
者
の
い
る
女
性
の
う
ち
、「
二
五
歳
～
二

九
歳
」
代
の
上
昇
幅
が
も
っ
と
も
大
き
く
、

九
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。「
三
○
～
三
四
歳
」

代
も
九
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

　

女
性
の
就
業
者
数
は
二
五
二
三
万
人
と
な

り
、
前
年
に
比
べ
一
万
人
増
加
し
た
。
完
全

失
業
者
数
は
一
○
九
万
人
と
な
り
、
一
一
万

人
の
減
少
。
完
全
失
業
率
は
四
・
一
％
と
な

り
、
○
・
四
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。
一
方
、

男
性
の
完
全
失
業
者
数
は
前
年
比
二
二
万
人

減
の
一
七
五
万
人
。
完
全
失
業
率
は
同
○
・

六
ポ
イ
ン
ト
改
善
の
四
・
八
％
だ
っ
た
。
男

女
の
完
全
失
業
率
を
年
齢
階
級
別
に
比
較
す

る
と
、「
三
五
～
四
四
歳
」
層
ま
で
は
女
性
の

ほ
う
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

女
性
の
非
正
規
従
業
員
一
八
万
人
増

　

雇
用
形
態
別
に
み
る
と
、
女
性
の
正
社
員

は
九
八
五
万
人
と
な
り
、
前
年
よ
り
一
二
万

人
減
少
。
一
方
、
非
正
規
従
業
員
は
一
一
八

八
万
人
で
一
八
万
人
増
加
し
て
い
る
。
非
正

規
従
業
員
の
内
訳
は
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
は
前
年
比
一
八
万
人
増
の
九
一
六
万
人
、

派
遣
社
員
は
同
三
万
人
減
の
五
六
万
人
、
契

約
社
員
や
嘱
託
は
同
一
一
万
人
増
の
一
五
四

万
人
、「
そ
の
他
」
が
同
七
万
人
減
の
六
三
万

人
と
な
っ
て
い
る
。

女
性
の
就
業
促
進
策
を
提
言

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
女
性

の
潜
在
力
を
引
き
出
し
、
活
躍
を
推
進
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
環

境
整
備
が
急
が
れ
る
。
報
告
書
で
は
、
本
年

度
の
特
別
テ
ー
マ
と
し
て
、
女
性
の
継
続
就

業
に
向
け
た
方
策
を
ま
と
め
た
。

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
女
性
の
年
齢
階

級
別
就
業
率
は
い
ま
だ
Ｍ
字
型
の
カ
ー
ブ
を

描
い
て
い
る
。
年
々
、
カ
ー
ブ
の
底
は
持
ち

上
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
依
然
就
業
率
と
潜

在
的
労
働
力
率
の
差
は
大
き
い
（
図
表
１
）。

　

こ
の
「
Ｍ
字
カ
ー
ブ
」
を
解
消
す
る
た
め

に
は
、
出
産
前
後
の
継
続
就
業
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
だ
。
だ
が
、
妊
娠
前
に
職
に
就
い

て
い
る
女
性
の
割
合
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、

第
一
子
出
生
前
後
の
就
業
継
続
率
は
一
九
八

五
年
か
ら
三
九
％
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

二
○
○
年
代
後
半
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

い
な
い
（
図
表
２
）。
と
く
に
パ
ー
ト
・
派

遣
職
員
の
継
続
就
業
率
は
八
○
年
代
後
半
二

三
・
七
％
か
ら
、
一
八
・
○
％
に
低
下
し
て

い
る
。
パ
ー
ト
・
派
遣
社
員
の
育
児
休
業
利

用
率
の
推
移
を
み
て
も
、
五
％
以
下
の
低
い

水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
育
児
休
業
取
得
促

進
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
、
妊
娠
・
出
産
時
の
退
職

理
由
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
家
事
や
育
児
に
専

念
す
る
た
め
、
自
発
的
に
辞
め
た
」
が
正
社

員
、
非
正
社
員
と
も
も
っ
と
も
高
い
割
合
を

示
し
た
。
と
く
に
女
性
正
社
員
で
は
、「
就
業

時
間
が
長
い
、勤
務
時
間
が
不
規
則
」（
二
六
・

一
％
）、「
勤
務
先
の
両
立
支
援
制
度
が
不
十

分
だ
っ
た
」（
二
六
・
一
％
）
と
す
る
回
答
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

夫
の
家
事
、
育
児
へ
の
関
与
時
間
の

短
さ
も
ネ
ッ
ク
に

　

夫
の
家
事
、
育
児
へ
の
関
与
す
る
時
間
が

依
然
短
い
の
も
女
性
の
就
業
継
続
を
阻
む
要

因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
子
育
て
期
の

男
性
の
約
五
人
に
一
人
は
週
六
○
時
間
の
長

時
間
労
働
を
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
、

共
働
き
世
帯
で
は
妻
が
家
事
に
関
わ
る
時
間

が
約
五
時
間
半
な
の
に
対
し
、
夫
は
約
一
時

間
と
五
分
の
一
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　

報
告
で
は
「
各
種
の
両
立
支
援
制
度
は
充

実
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
女
性
の
た

め
の
も
の
と
い
う
固
定
観
点
が
あ
る
限
り
、

女
性
の
負
担
の
軽
減
に
は
限
界
が
あ
る
。
女

性
の
継
続
就
業
を
進
め
る
た
め
に
は
、
男
女

と
も
が
仕
事
と
家
庭
の
両
立
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
自
ら
の
こ
と
と
し
て
捉

え
る
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
る
。

育
休
制
度
、「
利
用
し
や
す
い
雰
囲
気
」

づ
く
り
が
鍵
に

　

厚
生
労
働
省
の
「
雇
用
均
等
基
本
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
育
児
休
業
制
度
の
規
定
が
整
備

さ
れ
て
い
る
企
業
ほ
ど
育
児
休
業
取
得
者
の

割
合
が
高
く
、「
規
定
あ
り
」
の
企
業
で
は
八

五
・
二
％
な
の
に
対
し
、「
規
定
な
し
」
で
は

六
一
・
三
％
と
約
二
四
ポ
イ
ン
ト
も
低
く

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
制
度
が
あ
っ
て
も
、

「
利
用
し
や
す
い
雰
囲
気
が
あ
る
」
企
業
で

は
八
一
・
八
％
が
就
業
継
続
し
て
い
る
の
に

対
し
、「
利
用
し
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る
」
企

業
で
は
六
六
・
七
％
と
約
一
五
ポ
イ
ン
ト
の

差
が
あ
っ
た
。
厚
生
労
働
省
は
女
性
の
就
業

ト
ピ
ッ
ク
ス

女
性
労
働
白
書

4

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
重
要
性
を
指
摘
―
平
成
二
三
年
版
働
く
女
性
の
実
情
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継
続
の
実
現
に
は
制
度
を
整
備
す
る
だ
け
で

な
く
、
利
用
し
や
す
い
雰
囲
気
を
職
場
で
醸

成
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
分
析
す
る
。

子
ど
も
を
持
っ
た
あ
と
の
キ
ャ
リ
ア

意
識
の
変
化

　

報
告
で
は
、
女
性
が
子
ど
も
を
持
っ
た
あ

と
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
変
化
に
つ
い
て
も
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
女
性
正
社
員
の
場
合
、

最
初
の
子
ど
も
を
持
つ
前
は
、「
自
分
な
り
の

ペ
ー
ス
で
専
門
性
（
専
門
的
な
知
識
・
技
術

な
ど
）
を
高
め
た
い
」
の
割
合
が
二
四
・
五
％

と
も
っ
と
も
高
く
、「
昇
進
や
専
門
性
の
向
上

に
は
興
味
が
な
い
が
今
の
仕
事
を
が
ん
ば
り

た
い
」（
一
八
・
九
％
）、「
で
き
る
だ
け
早
い

ペ
ー
ス
で
専
門
性
を
高
め
た
い
」（
一
四
・

二
％
）
と
続
く
。

　

一
方
、
子
ど
も
を
持
っ
た
現
在
は
、「
昇
進

や
専
門
性
の
向
上
に
は
興
味
が
な
く
、
仕
事

以
外
の
生
活
を
充
実
さ
せ
た
い
」
が
二
三
・

八
％
と
も
っ
と
も
高
く
、
最
初
の
子
を
持
つ

前
に
比
べ
て
、
約
一
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

い
る
。
続
く
「
自
分
な
り
の
ペ
ー
ス
で
専
門

性
を
高
め
た
い
」
は
二
三
・
六
％
と
子
ど
も

を
持
つ
前
と
大
き
く
変
化
は
な
い
が
、「
で
き

る
だ
け
早
い
ペ
ー
ス
で
管
理
職
に
昇
進
し
た

い
」、「
自
分
な
り
の
ペ
ー
ス
で
管
理
職
に
昇

進
し
た
い
」
は
子
ど
も
を
持
つ
前
に
比
べ
て

低
下
が
み
ら
れ
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
意
識
が
変
化
し
た
理
由
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
仕
事
以
外
の
生
活
を
充
実
さ
せ

た
い
」
に
変
化
し
た
女
性
正
社
員
の
場
合
、

そ
れ
以
外
の
項
目
に
変
化
し
た
場
合
に
比
べ

て
、「
残
業
な
ど
長
時
間
働
く
こ
と
が
で
き
な

い
と
評
価
を
得
ら
れ
な
い
か
ら
」（
二
四
・

四
％
）、「
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
つ
い
て
、

職
場
や
上
司
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
」

（
二
三
・
一
％
）、「
育
児
中
の
社
員
は
、
や

り
が
い
や
責
任
の
あ
る
仕
事
が
で
き
な
い
か

ら
」（
二
二
・
五
％
）
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
仕
事
に
対
す
る
や
り
が
い
や
、
職
場

の
両
立
支
援
の
あ
り
方
を
否
定
的
に
捉
え
て

い
る
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

従
業
員
規
模
が
小
さ
い
企
業
で
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
が
課
題

　

育
児
中
の
両
立
支
援
制
度
利
用
者
向
け
に

企
業
が
実
施
し
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

の
内
容
を
従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
育
児

休
業
の
取
得
前
、
休
業
中
、
復
帰
直
前
な
ど

に
面
談
を
行
っ
て
い
る
」
が
一
○
○
一
人
以

上
規
模
で
四
二
・
一
％
、
五
○
一
～
一
○
○

○
人
規
模
で
四
○
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、

「
育
児
休
業
中
に
情
報
提
供
を
行
っ
た
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
」
は

一
○
○
一
人
以
上
規
模
で
四
二
・
一
％
、
五

○
一
～
一
○
○
○
人
規
模
で
三
五
・
○
％
と

規
模
が
大
き
い
企
業
ほ
ど
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
一
○
○
一
人
以
上
規
模
で

は
、「
制
度
利
用
者
が
集
ま
っ
た
り
、
情
報
交

換
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
る
」（
一
四
・

七
％
）、「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
開
発
し
情
報
提

供
し
て
い
る
」（
七
・
六
％
）
な
ど
の
割
合
が

他
の
規
模
よ
り
も
高
い
。

　

一
方
、「
特
に
行
っ
て
い
な
い
」
は
、
一
○

一
～
三
○
○
人
規
模
で
約
半
数
の
企
業
が
あ

げ
て
お
り
、
従
業
員
規
模
の
小
さ
い
企
業
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
が
課
題
と
し
て

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、報
告
で
は「
仕

事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
や

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
た
め
に
は
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
支
援
の
み
な
ら
ず
、
仕
事
の
割

り
振
り
や
評
価
の
あ
り
方
が
適
切
か
見
直
す

こ
と
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
な
が
ら
の

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
け
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
な
ど
も
今
後
の
課
題
と
し
て
重

要
」
と
提
言
し
て
い
る
。（

調
査
・
解
析
部
）

図表１　年齢階級別就業率及び潜在的労働力率

図表２　第１子出生年別にみた、第１子出産前後の妻の就業経歴




